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（Ⅰ） はじめに 
 

 高齢化白書によりますと、我が国の 65 歳以上の高齢者割合は現在の 4人に一

人が 25年後には 3 人に一人になると予想されています。このように増加し続け

る高齢者には、積極的かつ多様な社会参加が望まれるところです。そのような

社会参加は、年齢の垣根を超えた交流、共同参画・役割分担を進めることとな

り、高齢者にとって活き活きとした健康的で生きがいの持てる日常と明るく心

豊かな社会が実現されます。このような意味で、経済産業省が提唱しているメ

ロウ・ソサエティ構想で掲げる「高齢者自立型・参加型情報化社会」は極めて

重要な社会参加の一環であり、長期的かつ全国的に取組むべき課題です。 

近年の情報化の波は目覚ましいものがありますが、高齢者はややもするとそ

の波に飲み込まれるか置き去りにされ、情報弱者のまま放置されかねません。

しかし情報化の一翼を担うパソコンは、広く一般に普及し親しみやすいがゆえ

に、高齢者にとっても有効な社会参加の手段となり得ます。つまり、パソコン

を用いることで情報の共有や発信が「高齢者でもできる」ということこそ、社

会参加に関わっていく上で最も重要視すべきことです。なぜなら、体力、知力、

等々の衰えが避けられない高齢者には、これらの能力の、少なくとも一部を分

担してくれるパソコンこそは強力な味方となりうるからです。 

高齢者のためのパソコン操作の指導者養成を目的として財団法人ニューメデ

ィア開発協会が進める「シニア情報生活アドバイザー制度」は、各方面から大

きな期待と関心が寄せられています。認定されたアドバイザー数は全国でおよ

そ 3000名に達し、今後も急速に増加し続けることが予想されますが、東北地域

では僅か 100名を超すに過ぎません。このため、同地域ではアドバイザー制度

の意義と役割に対する認識の共有、さらにはその普及のための活動が不十分で、

これが高齢者のパソコンへの取り組み支援の障害となっています。これを解消

するためには、同地域でこの課題に取り組むシニア団体が連携し、現状認識、

情報、ノウハウ等々を共有しつつ、活動の活性化・拡大のための協働作業に取

り組むことが急務です。 

そこで、東北地域におけるシニアネットが一堂に会し、相互の連携と交流を

深め、活動の一層の活性化・協働によりシニア情報生活アドバイザーの普及・

啓発、ひいては高齢者の情報化活動への参画促進を目指し、また、シニア情報

生活アドバイザー制度と同制度を活用したシニアネット活動について広く一般

市民の理解を求めることを目的として、仙台市シルバーセンターにおいて「シ

ニアネットフォーラム２０１０in東北」を開催いたしました。 

同フォーラムでは、予想参加人員を上回る数多くの方々のご参加をいただき、

東北大学医学部教授辻一郎先生によるシニアの生きがいと ITとのかかわりにつ

いての基調講演、各地の代表の活き活きとした活動事例報告、客席を巻き込ん

だ活発なパネル討論など、参加者には大変有意義なフォーラムとなりました。 
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これらの成果は、東北地方の今後のシニアの生き方への力強いメッセージと

なったものと信じております。ここに、これらの成果を網羅した報告書を作成

いたしましたので、お送りいたします。皆様の今後のご活躍の参考にしていた

だくとともに、今後、シニア情報生活アドバイザ養成を一層推し進めていただ

く一助となれば幸いです。 

 

財団法人 ニューメディア開発協会  理事長  岡部武尚 

    東北情報通信懇談会         会長   丸森仲吾 

ＮＰＯ法人・仙台シニアネットクラブ 理事長 井上文雄 
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（Ⅱ） フォーラムの概要 

 

１．実施概要 

 （１）日時：平成２２年１０月４日（月） １０：３０～１６：３０ 

 

 （２）会場：仙台市シルバーセンター １Ｆ 交流ホール 

  仙台市青葉区花京院１－３－２ 

 

 （３）主催：財団法人 ニューメディア開発協会 

 

 （４）共催：東北情報通信懇談会 

ＮＰＯ法人 仙台シニアネットクラブ（企画・運営） 

 

 （５）後援：経済産業省 

  総務省 東北総合通信局 

  宮城県 

  仙台市 

  宮城県高度情報化推進協議会 

  河北新報社 

 

 （６）参加費：無料 

 

 （７）参加対象： 

  ・シニアネットへの参加や新規設立等、シニアネットに関心のある方 

  ・シニアネットのメンバーの方 

  ・シニア情報アドバイザーの方 

  ・自治体で高齢者問題やコミュニティビジネス、NPO活動推進をご担当の方 

  ・企業で社会貢献、シニアマーケッティング、バリアフリーなど、シニア 

向け商品・サービスの企画・開発等に携わっておられる方 

  ・コミュニティビジネスや NPO活動に取り組んでおられる方 

  ・その他、シニアネット活動に関連する方々 
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２．プログラム構成のポイント 

 開催の趣旨である、東北地域でのシニアネット相互の連携・交流の強化、活

動の一層の活性化・協働によるシニア情報生活アドバイザーの普及・啓発、ひ

いては高齢者の情報化活動への参画促進を目指し、以下のようにプログラム内

容をシニアの生きがいについての基調講演、シニアネットの活動事例、そして

より広範囲のＮＰＯ団体の活動事例、さらには、シニア情報生活アドバイザー

を養成し、かつ資格者を擁する団体によるパネル討論による構成とした。 

（１）基調講演 

 テーマ：「社会参加と生きがいづくり ― ＩＴ社会への期待」  

 講 師：辻 一郎 氏（東北大学大学院 医学系研究科 教授） 

 百歳老人の生活実態を例に、長生きする人の性格・人生観・感情、認知症に

なりやすい性格、こころの健康と関連する要因、人とのつながりの重要さ、さ

らには関連するＩＴ社会への期待について話していただいた。 

（２）セッション１：事例報告（前半） 

 東北各地でシニア対象のパソコン指導を進めている以下の団体に沿革および

活動の紹介、さらには今後の展望を報告していただいた。 

  ・ＮＰＯ法人 豊齢研ＩＴサロン会津（福島県・会津若松市） 

・ＮＰＯ法人 いわてシニアネット（岩手県・盛岡市） 

・ＮＰＯ法人 パソコン・ネット・みやぎ（宮城県登米市） 

（３）セッション２：事例報告（後半） 

 東北各地で ITに限らず幅広く活動している以下の団体に活動状況の紹介、さ

らには今後の展望を報告していただいた。 

・ＮＰＯ法人 あきたパートナーシップ（秋田県・秋田市） 

・ＮＰＯ法人シニアのための市民ネットワーク仙台（宮城県仙台市） 

（４）パネル討論 

 東北各地でシニア対象のパソコン指導を目的として活動し、ニューメディア

開発協会認定の「シニア情報生活アドバイザー」を擁する以下の団体に、アド

バイザー制度の現状、問題点、要望、さらには今後の展望について討議を進め

ていただいた。 

・ＮＰＯ法人 IT支援ネットあおもり（青森県・青森市） 

・ＮＰＯ法人 アスプコンピュータースクール（山形県・酒田市） 

・ＮＰＯ法人 イーエルダー・東北支部（宮城県・名取市） 

・ＮＰＯ法人 仙台シニアネットクラブ（宮城県・仙台市） 

 討論のコーディネーターは、ＮＰＯ法人自立化支援ネットワーク（東京都）

理事長の生部圭助氏につとめていただいた。 
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３．実施結果 

 今回の参加者は 138名と予想を上回る結果となり、登壇者に限らず東北各地

のシニアネットや NPO団体からも参加があり、関心の高さがうかがわれた。 

・東北大学医学部の辻一郎教授の基調講演では百歳老人の生活実態を例に、元

気に長生きするにはどうすればよいか、長生きする人の性格・人生観・感情と

は、認知症になりやすい性格はあるか、などに触れながら語っていただき、さ

らに、こころの健康と関連する要因として人とのつながりが極めて大切であり、

健康社会へともつながっている、それゆえにＩＴ社会への期待も大きいことを

わかりやすく話していただいた。講演内容は大変わかりやすく、またシニアに

限らず世代を超えて、かつシニアネット活動に限定されない幅広い層にとって

共感が期待される内容で、参加者からの評判も高かった。 

・各地のシニアネット団体および NPO団体からの活動事例報告は、それぞれ 

の個性と地域的特徴を活かし、かつ活発な活動の様子が理解でき、今後の 

活動の参考にすべき重要な事例報告となった。 

 ・シニア情報生活アドバイザーを擁する団体によるパネル討論では、冒頭、

コーディネーターの生部圭助氏より、パネル討論の位置づけの説明、パネラー

間でシニア情報生活アドバイザーについての認識を共有するためのパワーポイ

ントによる説明があった。次に、パネラー個別の所属団体の沿革、活動状況説

明の後、アドバイザー講座実施団体としての意義、動機、経験、活動実績等に

ついての討論を経て、各団体の悩み、要望について意見交換した。また、パネ

ル討論中は、客席からも、活発な意見、質問が出され、会場全体が一体的に運

営が進められた。 

 以上のように、今回の「シニアネットフォーラム２０１０in 東北」は極めて

有効、かつ有意義に実施された。また、参加者からは、当日の質疑時、パネル

討論時、さらには懇談時に、そして後日メールでも様々なご意見を頂戴した。

これらを含めた成果は、今後のシニアネット活動や NPO活動に多大な寄与する

ことが期待され、ひいてはシニア情報生活アドバイザー制度のさらなる発展に

資することとなる。 
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（Ⅱ） プログラムの詳細 

 

１．主催者挨拶 

財団法人 ニューメディア開発協会 

理事長 岡部 武尚 

 

「シニアネットフォーラ

ム２０１０in東北」の開催

に当たり、主催者、共催者

を代表して一言ご挨拶申し

上げます。 

 本日、（財）JKAのご支援

をいただき、３年ぶりに、

ここ仙台市において、「シニ

アネットフォーラム」を開

催致しましたところ、この

様に大勢の方々にご参加い

ただき、まことにありがと

うございます。また、今回

の開催に当たり、経済産業

省様、総務省・東北総合通

信局様、宮城県様、仙台市

様、宮城県高度情報化推進

協議会様、河北新報社様か

らのご後援を頂くと共に、

ご多忙の中、多くのご来賓

の方々のご臨席を賜り、厚

くお礼申し上げます。 

 さて、今まさに日本は長

引くデフレ経済から脱却で

きずに未曾有の不況下にあ

って、国民全体も大きな閉

塞感の中にあります。また、

多くの地域においても、こ

の影響を受けて社会や経済

環境が大きく変わり、苦境にあえいでいるといえましょう。一方、世界の６９

億人の人口が４０年後には９０億人へ増加するといわれる中で、日本だけが急

速な人口減少と「高齢化」が進んでおります。今や、６５歳以上のいわゆる高

齢者の人口は３年前よりも１００万人増え、２９４４万人と全人口の２３．１％
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ます。今や、「高齢者がメジャーな時代」になりつつあります。シニアの方々は、 

これまで培ってきた「知識」、「技術」、「経験」を十分に活用して貢献すると共 

に、豊かに、生き甲斐ある人生作りにチャレンジして頂く、まさに「シニアの 

再チャレンジ」の時代です。 

 本日の基調講演では、東北大学大学院・医学系研究科教授の辻 一郎先生に、 

「社会参加と生き甲斐作り ― IT社会への期待」の演題でご講演いただくこ 

とになっております。先生には、３年前のフォーラムにおきましてもご講演を 

いただき、「ボランティア活動が寿命を大幅に伸ばす」という大変有意義なお話 

を頂いたことを今でも思い出されます。さらに、本日のフォーラムでは、「各地 

におけるシニアネットの活動と今後に向けて」、「シニア情報生活アドバイザー 

の活動」に関する事例研究とパネル討論を行います。 

 今日、多くの方々との熱い議論と相互交流を深められますよう御願い申し上 

げ、また、この成果を日頃の新しい生活や活動の御参考にされ、厳しさの増す 

高齢化時代を豊かに生き抜いていただきたいと存じます。 

 最後になりましたが、各セッションに御出席、お話しをいただく講師の方々

並びに遠路から御参加いただいた方々、本日の開催に当たりご協力いただきま

した、東北情報通信懇談会様、NPO法人「仙台シニアネットクラブ」様始め、多

くの関係者の皆様に、心より感謝申し上げ、開会の挨拶と致します。 

 

２．来賓挨拶 

 

 以下の方々からご挨拶をいただいた（ご登壇順） 

  ・東北経済産業局長 豊國 浩治 様 

（代読：寺家 克昌 地域経済部長） 

 

  ・宮城県知事 村井 嘉浩 様 

（代読：今野 順 企画部情報政策課長） 

 

  ・仙台市長 奥山 恵美子 様 

（代読：高橋 仁 健康福祉局高齢企画課長） 
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辻 一郎 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 32 年、北海道函館市に生まれる。昭和 58 年に東北大学医学部を卒業後、
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ます。今や、「高齢者がメジャーな時代」になりつつあります。シニアの方々は、 

これまで培ってきた「知識」、「技術」、「経験」を十分に活用して貢献すると共 

に、豊かに、生き甲斐ある人生作りにチャレンジして頂く、まさに「シニアの 

再チャレンジ」の時代です。 

 本日の基調講演では、東北大学大学院・医学系研究科教授の辻 一郎先生に、 

「社会参加と生き甲斐作り ― IT社会への期待」の演題でご講演いただくこ 

とになっております。先生には、３年前のフォーラムにおきましてもご講演を 

いただき、「ボランティア活動が寿命を大幅に伸ばす」という大変有意義なお話 

を頂いたことを今でも思い出されます。さらに、本日のフォーラムでは、「各地 

におけるシニアネットの活動と今後に向けて」、「シニア情報生活アドバイザー 

の活動」に関する事例研究とパネル討論を行います。 

 今日、多くの方々との熱い議論と相互交流を深められますよう御願い申し上 

げ、また、この成果を日頃の新しい生活や活動の御参考にされ、厳しさの増す 

高齢化時代を豊かに生き抜いていただきたいと存じます。 

 最後になりましたが、各セッションに御出席、お話しをいただく講師の方々

並びに遠路から御参加いただいた方々、本日の開催に当たりご協力いただきま

した、東北情報通信懇談会様、NPO法人「仙台シニアネットクラブ」様始め、多

くの関係者の皆様に、心より感謝申し上げ、開会の挨拶と致します。 

 

２．来賓挨拶 

 

 以下の方々からご挨拶をいただいた（ご登壇順） 

  ・東北経済産業局長 豊國 浩治 様 

（代読：寺家 克昌 地域経済部長） 

 

  ・宮城県知事 村井 嘉浩 様 

（代読：今野 順 企画部情報政策課長） 

 

  ・仙台市長 奥山 恵美子 様 

（代読：高橋 仁 健康福祉局高齢企画課長） 

 



－ 12 － － 13 －

社会参加と生きがいづくり—ＩＴ社会への期待— 

 
東北大学大学院医学系研究科 

 教 授   辻 一郎 
百歳老人の生活実態：元気に長生きするには？ 

・ 健康・体力づくり事業財団の調査 
・ 百寿者研究会の調査：糖尿病や動脈硬化が少ない、肥満が少ない 
・ 同上：百寿者の身体的特徴、百寿者に多い血液型は？ 
 
長生きする人の性格・人生観・感情とは？ 

・ 百寿者に多い性格：（男性）開放性、（女性）開放性＋外向性＋誠実性 
・ 日常の生活で大切だと思うものは何ですか？ その答えで、その後の死亡率 
に２倍の差 

・ 二十歳の気持ちが寿命を決める：ポジティブな感情表現が多い人ほど、寿命 
は長い 

・ 生きがいのある人は、長生きする：では生きがいの源は？ 
・ ボランティアは心身の健康に好影響を及ぼす 

 
認知症になりやすい性格はあるか？ 

・ 中年期に無口でがんこ、非社交的 
・ 活動的な人では、認知症の発生リスクが低下する：社会参加の重要性 
・ 脳の「予備能」という無限の可能性 —— 予備能を増やすには？ —— 
 
こころの健康と関連する要因：人とのつながり 

・ Ｋ６：心理的苦痛（抑うつ・不安）に関するアンケート調査 
・ 心理的苦痛のある人：地域での活動への参加が少ない、社会的支援が 
足りない 

・ 社会参加・社会関係の活発化が、心身の健康に大きな役割 
 
人はつながっている、だから健康もつながっている： 

ＩＴ社会への期待 
 
・ 地縁、血縁や職縁もいいけれど・・・・、「知縁」のススメ 
・ 知縁：共通の趣味や関心事によって結びつく、人と人とのつながり 
・ ＩＴこそが知縁型社会の基盤：時間と空間を超えた結びつきが知縁を豊富に 
する 

・ 健康寿命を延ばすうえで、ＩＴはどのような役割を担うことができるのか？ 
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４．セッション１：事例報告（前半） 

 

 

 

長谷川 友仁 氏 

ＮＰＯ法人 豊齢研ITサロン会津   代表理事  

    １９８０年（42才）頃から趣味でパソコンを始め、1994年（56才）から、

パソコンサポート業を開始。 ２０００年春６２才を過ぎ、これからの人生をい

かに有意義に送るか、それは自分のパソコン経験を高齢者の皆さんに提供、パ

ソコンを脇役にわいわいがやがや楽しい仲間作りができたら、高齢者がいつで

も集えるサロンのような場所ができたらと、数年前から・・・・ 

 

 設立のきっかけ 

 これまでパソコン教室で若い人から年配者までパ

ソコンの使い方を教えてきた。この経験の中で痛感

したのは、教室での時間の制約が壁になって60歳以

上の年配者はどうしてもパソコンの操作法は遅々と

して進まず、すぐ忘れてしまう。一方で２、３０代

の人たちは覚えも早く、脱落していくのは、決まっ

て年配者。当時、福島民報論説委員長渡辺紀士見氏

と何回も酒を酌み交わしながら相談、ぜひやろうと

なったのがこの会発足のきっかけ。 

 

 発足の経過 

 ２０００年４月１日 豊齢社会研究会発足、会員９名 毎週木曜日 パソコ 

ンとインターネットにふれあう会を開催。同年１０月 会員25名となる。 

 ２００１年８月８日  ＮＰＯ法人 豊齢研ＩＴサロン会津 として 福島 

県知事より認証を受ける （当時 会員３６名、２０１０年９月現在７２名） 

 

 

活動の状況（経過） 

 豊齢という言葉の生い立ちとその意味 

 会報わいわい21創刊号記事より抜粋   別紙-１ 

 
セッション１ 事例報告 

「各地におけるシニアネットの活動と今後に向けて」（前半-1） 
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 会報 わいわい21の発行 

 ２００１年８月、ＮＰＯ法人 豊齢研ＩＴサロン会津のＮＰＯ法人認証を記念 

して会報を発行。以来 ２０１０年６月 会報第３１号の発行まで、下記ホー 

ムページに全部掲載ごらん下さい。http://www.aizu.gr.jp 

 

 ＩＴサロン（自遊楽校）の開催 

＜最初は何をしていたの？＞ 

 パソコンを使えないメンバーが多くいました。だけど、仲間に教わったり、 

また自分で勉強しながら、最初はパソコンの起動、文字の入力の仕方から始ま 

り、インターネットのやり方や、名刺を作ったり、パンフレットを作ったり、 

データ入力をしたり、簡単そうなことをわいわいがやがや楽しくやってみまし 

た。すると、パソコンと積極的に向かい合うことになり、メンバーの勉強熱は 

上昇スパイラルとなりました。（つまり、ハマってしまった・・・）  

 

 デジカメ野外研修 春秋の年２回開催 

 

特色・自負できる点 

 パソコン自遊樂校とは 

 ＮＰＯ法人豊齢研ＩＴサロン会津の「自遊楽校」は、高齢者がＩＴ社会に置

いてけぼりにされるのではなく、積極的に使いこなせるようになっていただく

ためのＩＴサロンです。「パソコンを学ぶ場」と言うよりも、「パソコンやイ

ンターネットになじむ場」と「くつろぎの場」をミックスしたもの・・・。す

なわち「サロン」という様な気楽なＩＴ習得の場を目指しています。わいわい

がやがや楽しみながら、パソコンとインターネットにふれあう仲間のパソコン

自遊樂校。 

 

 豊齢研の厳守事項 

 豊齢研の厳守事項は、相手が嫌だなぁと思うことは、やらない、言わない、 

陰口しない。守らない方は、退会していただく。 

 

 お茶時間の会員交流と健康体操 
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② 千葉 文夫 氏 

ＮＰＯ法人 いわてシニアネット 理事長  

 

 会社退職後、盛岡地方振興局が開設した平成１２年度岩手高齢者大学受講生

のとき、任意団体としていわてシニアネットの設立があり、その直後に入会し

た。主として事務局業務に携わってきたが２年ほど交流部会を担当した。今年

５月から理事長に就任。 
 

沿革及び活動状況 

平成１２年９月８日に任意団体として設立し、

平成１５年３月１４日に特定非営利活動法人の認

証を受け、３月２４日登記完了して NPO法人とな

る。 

設立当初は５部会であったがその後組織改正し、

現在は３部会で行っており、各部会の主な活動概

要は次のとおりである。 
 
ＩＴ事業部会はシニア対象のＩＴ講習会開催お

よび講師サポーター派遣、パソコン相談会開催を盛岡市内公民館など数箇所で

行っている。特に盛岡市西部公民館でのシニアパソコン講座は平成１４年に市

教育委員会との共催であったが平成１６年からは当会主催となって、毎年継続

して実施している。訪問サポートサービスを行っている外、会員向け講習会、

講師、サポーターのスキルアップのための学習会を開催している。 
 

 交流部会はＩＴサロンを運営し、会員同士が気軽に学び合い、よりどころと

なる場作りに努めている。事務局と同室としており、情報通信技術を会得した

い人達の窓口ともなっている。新入会員に対する個別フォローを担当している。 
 

広報部会はホームページの企画運営・管理を行い、ホームページチームをつ

くってリニューアル等も行っている。シニアのための講演会の企画運営を担当

し、（株）熊谷印刷協賛で長寿社会振興財団から助成を受けて、平成１７年１

月から実施した、岩手に因んだ講演会「文化サロン」は今年度で５６回に及ん

だ。 

 
セッション１ 事例報告 

「各地におけるシニアネットの活動と今後に向けて」（前半-2） 
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③渡部 俊幸 氏 

ＮＰＯ法人 パソコン・ネット・みやぎ 理事長 

平成 12年に会社を退職後、職業訓練でパソコンを習う。その時に知り合った

仲間と交流を続け、平成 13 年には「パソコン・ネット・みやぎ」を立ち上げ、

皆から押されて、理事長に就任し、現在に至る。 
 

特定非営利活動法人 パソコン・ネット・みやぎの活動 

○私たちは、平成 12年 12月 24日にパソコンネット

みやぎの設立準備会を立ち上げて NPO 法人に認証さ

れるように活動を開始しました。最初は、会員を募

集し 67名会員登録してもらいました。 
 

○平成 13 年 3 月 28 日に特定非営利活動促進法に基

づき宮城県に申請をし、認証を受けました。登米･

栗原地区では第１号に認証されました。その後 4

月 1日には創立総会を迫町町長・MTCパソコン教室

校長をお迎えして場所は、迫町町民プールの二階の会議室で会員 15名の出席

で行ないました。民間のパソコン教室で、(当時厚生労働大臣が指定する教育

訓練に教育訓練給付金を支給する)訓練を受けた人、パソコンを使ったボラン

ティアに関心ある人が中心でした。 

『身に付けたパソコンの技術を生かせる場を作ろう』と発足したのです。 
 

○平成 13年には国の政策で国民の９パーセントパソコン講習を受講させる方針 

が出され、迫町は 693万・登米町では 200万の予算を使って IT事業を展開・ 

豊里町からも講師以来が来て大変忙しくパソコン指導に当たりました。その 

年は三町の開催時間が重なって会員総出で開催したり、新聞・町の広報に取 

り挙げられたりしました。会議や勉強会と別に日にちを設け相談を受ける活 

動も活発でした。インターネットに我々のホームページを作成し、活動成果 

を記載しております。そのお陰で現在のパソコンネットみやぎの財産(活動体 

制･現在活動しているメンバー・１５台のパソコン･その他の機材)を手にする 

事ができました。 

 
セッション１ 事例報告 

「各地におけるシニアネットの活動と今後に向けて」（前半-3） 

 

 

 

○平成 14年には旧徳陽相互銀行跡地に迫町の施設として『にぎわいセンター』 

が開設されました。地元の市街地活性化に取り組む『佐沼まちづくり』も平成

12年に設立、平成 14年には迫町の TMO として認定され、その機関の一部事業

を請け負う形でにぎわいセンターに事務所を構えることが出来ました。 

 

○その後は平成 14 年宮城いきいき学園登米・栗原校パソコンクラブ・平成 17 

年宮城いきいき学園仙南校パソコンクラブから講師依頼がありその後の活動

の主軸となりました。私達の声掛けで平成 15 年さぬまパソコン同好会が結成

され６０歳以上の男女が月二回集まってパソコンを忘れないために勉強会を

続けています。 

 

○この活動当初から僕たちの自主的活動として、平成 13年から無料パソコン相

談室・無料パソコン電話相談室を行なっております。特に平成１８年からは

無料パソコン相談室は各９町を毎月一回、順番に施設を訪問して行なってお

ります。町内会・商工会・各種団体等々の初級コースパソコン講座の講師を

引き受けています。我々ＮＰＯは、よその団体からの資金提供を受けず、活

動資金を自分たちの会費と有料事業で捻出しているのです。 

 市の市民活動支援課には登米市広報に毎月掲載を協力頂いております。 

 

○現在登米市では、子どもさんやお孫さんがパソコンを買い替えした後、処分

料がかかるので、実家のおじいさんおばあさんに払い下げするという現象が

多く見られます。もう一つは、家族のものに繰返し繰返し操作方法を尋ねる

と４・５回目にはうるさいと怒鳴られるのでなかなか覚えられない。こんな

家庭の事情があり、少しではありますがまだまだパソコンを習いたいという

需要は眠っています。我々のような小規模な NPO 活動の存在価値があるので

す。 

 

○皆さんの地域からも是非パソコン・ネット・みやぎへパソコン講習会の依頼

を御願い致します。簡単なソフトの開発、フォームつくり、日常パソコン操

作の省力化の提案その他の仕事を下さい。力をお貸しします。お互いの学習

会を通して個人の力量がアップしているので、「出前コース」と称して有料で

はありますが、個人対応の出張講習を行なっております、更なるパソコン操

作技術の普及を目指してがんばらせて下さい。 
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５．セッション２：事例報告（後半） 

 

 

 

 

 

④千田 節子 氏 

ＮＰＯ法人 あきたパートナーシップ 事業推進課課長代理  

秋田県秋田市生まれ。長く主婦でしたが、当法人が平成 18年 4月に秋田県ゆと

り生活創造センター「遊学舎」の指定管理者となった際、職員となり、地域リ

ーダー研修会などの自主講座を担当して 5 年になります。個人としては福祉の

ボランティア活動をしています。「知恵あるものは知恵を出し、知恵なきものは

汗をかけ」を信条に「自分にできることは何か」を常に考えるように心がけな

がら、汗をかいています。 

 

団体の沿革、活動状況 

社会・経済システムが大きく揺らいでいる現在、

よりよい社会に変革していくためには、市民の声が

生かされる社会システムを構築する必要性があり

ます。そのために、私たちは市民活動を促進し、市

民と行政とが協働してまちづくりをすすめる市民

参画社会を構築することを目的に活動しています。

患者と医療関係者が率直な意見交換を通して相互

理解を深める場となっている「患者塾」や、ボラン

ティア・ＮＰＯ活動を支援する各種講座などを通し

て市民活動の促進を図っております。 

 

平成 14年 3月に任意団体としてスタートし、5月に法人格取得。「こんな病院

があったらいいな」事業として、医療者と患者の良い関係づくりを考える取り

組み、秋田県の受託事業として、情報誌「ボランティア・ＮＰＯ活動ニュース」

を編集。平成 15年にＮＰＯ活動支援のための組織「ＮＰＯ活動支援室」をつく

り、秋田県受託事業として、情報誌編集、相談業務を行いました。平成 16年医

療について話し合おう連続講座、平成 17年に医療者の講義の後、参加者による

フリーディスカッションを行うなど、日ごろ感じている医療に関する疑問不信

感や疑問を出し合い、さらに「患者さんとお医者さんの良い関係づくり」が進

むような場を年 5回設けました。 

 
セッション２ 事例報告 

「各地におけるシニアネットの活動と今後に向けて」（後半-1） 
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また平成１８年からは、秋田県ゆとり創造センター「遊学舎」の指定管理を

受けております。「遊学舎」は、ボランティア・ＮＰＯ活動、余暇・文化活動な

ど自由な時間を有効活用する様々な活動の拠点として設立されたものです。そ

れをうけて、当法人では、秋田県中央地区のＮＰＯ活動支援センターとして、

相談業務、情報提供事業、ＮＰＯ支援を実施すると共に、定期的に利用者満足

度調査、運営評価委員会を開催し、より良い施設運営に努めております。特に

地域課題解決をめざすＮＰＯを資金的に支援するファンド「あきたスギッチフ

ァンド」の創設・運営については、当法人が中心的な役割を担い、全県のＮＰ

Ｏのとりまとめとして当法人の設立目的に掲げている「市民と行政との協働の

まちづくりを通じて、市民参画社会の構築に寄与する」という原点に立ち返り

ながら活動をすすめております。 
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⑤緑川 斐雄 氏 

ＮＰＯ法人 シニアネット仙台 副理事長（下記の１～４を説明） 

Ｈ８年定年退職後Ｈ11年入会、ＰＣ教室代表、事務局長を経験後Ｈ18年から

現職。ＰＣ教室を担当していたとき会員の要望から視覚障害者が音声を利用し

た画面読み上げソフトの活用でＰＣを生活に活用する「視覚障害者ＰＣ教室」

を 5年間開催し、少ないながら現在もサポートを続けている。 
 

及川 寿惠子 氏 

シニアネット仙台 理事（（下記の５を説明します） 

 Ｈ１３年入会以来、事務局を担当しＨ19 年理事就任サロン運営（講座の企画

運営とサロンスタッフの調整）を殆んど一人で切り盛りしている。また子育て

支援、点訳奉仕など本会の外でのボランティア活動も積極的に行なっており、

頼りがいのある人。 
 

シニアネットにおける活動の現状と課題 

１ 設立の経過 

 平成７年１月～６月に河北新報社が行なった紙

上キャンペーン「夕陽は沈まない」が契機となり関

係した人たちが中心となって、活動を継続する期待

から平成７年８月１２日誕生した。平成１１年 9月

に「非営利活動促進法」の施行に伴い法人化。 
 

２ 目的 

長い人生経験と豊かな知識・技能を備えたシニア

世代を社会の貴重な人材、人的資源としてとらえシ

ニア世代にふさわしい活動の場を創造し、シニア自

身の生きがいを、活力に満ちた豊かな高齢社会を拓

く。 
 

３ 活動内容 

３名以上の会員が発起人となって自主管理運営す

る「１２の活動グループ」と事務局が運営する「１

６の講座」から成り、仙台の中心部サンモール一番

町商店街のビルの一室を拠点として基本的に月曜日～土曜日の午前１０時～午

後４時開催している。 

４ 会員状況 

正会員と賛助会員があるが、殆んどが正会員であり、その数は創設期の不安

 
セッション２ 事例報告 

「各地におけるシニアネットの活動と今後に向けて」（後半-2） 
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定時期を除けば安定的な数を維持しており、年間の移動では常に 50名程度の入

会者、退会者があり本年３月末現在 452名（女性 37％、男性 61％で平均年齢は

70才） 

５ 運営のポイント 

 シニア世代の仲間が「やりたいことが出来る」「仲間を増やす」「伝えたい技

能」を実現するための場づくり、雰囲気作りには当然集いやすいロケーション

と相当の広さが必要であるが、ボラ団体の常として固定的な経費をどのように

工面するか、雰囲気をどのように維持するかが大切であり、それらを統括する

のが事務局長と事務局員或いは来訪者の受け入れを工夫するのがサロンスタッ

フである。 

・事務局職員及びサロンスタッフ（拠点を来訪する人に対するお世話）の出勤

は週 1～2日程度に設定して個人生活の負担軽減を図ることで永続的な勤務を

期待する 

・拠点賃貸料と光熱費で総事業費の半分近くを占めておりこれをカバーするた

めサロンの利用率を上げる（利用料収入を確保）ことが肝要であり、来訪者

が支払う室料と 1杯 100円のコーヒー売り上げが重要な収入源となっている。 

・本会のように幅広い活動を独立して実施する団体では会員が情報の共有をす

ることが重要であり月例でグループ代表が一堂に会する「連絡会議」が欠か

せない。 

また固定的な講座のみではマンネリ化も避けられず、気分を変えるためのス

ポット的イベントを定期的に可能とするため、こちらも「スタッフ会議」を月

例で開催している。実際の活動結果や実施計画を隔月ながら会報として全会員

に届けるほか主要なボラ団体に配布し、ＨＰへのデータＵＰも月に 1回以上実

施している。 

定期刊行物の編集から印刷、ＨＰ管理など特別な知識と感性も求められるがい

ずれも会員のボランティア作業に頼ることが可能となっている。 

・これまでも述べたが、高額な賃借料と高額な光熱費を伴う拠点を維持するた

めの財政的負担を確保することが大変重要である。会員の年会費は 3,600 円

で発足当時から変わっておらず総事業費の 19％程度であり、円滑な運営を維

持するためには活動グループから拠出される安定的な寄付金（25％）に頼る

ほか会員その他のスポット的寄付金や協賛金等への依存も大きいが助成金申

請は本会の目的に合致することが少ないとか新規の事業や活動に対する対応

から積極的には取り組めていないのが実情である。 
 

本会のように活動の幅が広い団体では、会員全体の一体感を求める事に相当

の努力が求められること、外部からの支援を得やすくするための「認定ＮＰＯ」

移行を摸索しているがハードルは低くない。 

一般的な課題でもある年齢構成や活動的人材確保など参加者に関する問題も

言われてはいるが、我々も結論は見出せていない。 

地域交流、世代間交流も出来るだけ注力はしているものの、大きな力にはな

り得ず外部からの評価は受けにくい原状であると考えられる。 



－ 28 － － 29 －



  






 










 






    
    



 
 


 


















－ 28 － － 29 －

６．セッション３：パネル討論 

 

 

 

 

コーディネーター 

生部 圭助 氏 

ＮＰＯ法人 自立化支援ネットワーク 理事長 
1940年、佐賀県の生まれ。 

会社時代は建設業で、研究員・研究企画管理・マルチメディアと情報エンジニ

アリングの仕事にかかわりました。 

2001 年に会社を退職。ＮＰＯ自立化支援ネットワークに入会し、アドバイザー

の養成とフォローの仕事を中心に、同ＮＰＯの初期段階からかかわっています。 

理事を経て、2006年に理事長に就任し、今日に至っています。 
 

 
 

 
セッション３ パネル討論 

「シニア情報生活アドバイザーの活動」 
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パネラー（１） 

村口 理 氏 

ＮＰＯ法人 ＩＴ支援ネットあおもり 理事長 

パソコン好きのアラサーが、様々な人の縁からパソコンの楽しさを伝える活動

に携わり、周りのスタッフは皆人生の先輩ばかりの中、日々鍛えられながら活

動しております。皆さんの参考になるかはわかりませんが、よろしくお願いし

ます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

パネラー（２） 

平野 慎 氏 

株式会社キャリア・アシスト 代表取締役 

子年生まれの 50歳。平成８年に山形県酒田市に有限会社アスプコンピュータス

クールを開業。当初は情報弱者、特にシニアの方や障害を持つ方への支援をミ

ッションにパソコン教室を展開。常に新しい事にチャレンジしていないと駄目

な性分で、現在の課題は「農」につなぐ新しい職業訓練。実現にむけて日々勉

強中です。 
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パネラー（３） 

武藤 正勝 氏 

ＮＰＯ法人 イー・エルダー 東北支部長 
長く IT 関係の業務に携わってきましたので、定年退職後は IT 技術を生かし

たいと考え定年前から NPO 活動に参加してきました。2005 年にシニア情報生活

アドバイザーとなり、アドバイザー更新研修の講師を担当しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

パネラー（４） 

井上 文雄 氏 

ＮＰＯ法人 仙台シニアネットクラブ 理事長 

 １９９９年仙台シニアネットクラブ入会２００１年に「シニア情報生活アドバ

イザー」に認定された、２００１年クラブ運営委員になり、２００５年代表

に就任、２０１０年クラブがＮＰＯ法人に認証され同時に理事長に就任、現

在に至る。 
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パネル討論内容 

◎ 全体説明 

冒頭、コーディネーター（生部圭助氏）により、パネル討論の位置づけにつ

いて、アドバイザ資格を取得して活躍している方、取得を目指している方、養

成団体、あるいは養成をしようとしている団体を対象とする旨の説明があった。

さらに、パネラー間でシニア情報生活アドバイザーについての認識を共有する

ために、パワーポイントを用いた以下の説明があった。 

  ・シニア情報生活アドバイザー制度の目的 

  ・シニア情報生活アドバイザー制度の仕組み 

  ・シニア情報生活アドバイザー養成講座の内容 

  ・養成講座のこれまでの実施内容 

  ・パネル討論のタイムスケジュール 

  ・養成団体とアドバイザー数の現状 

 

◎ 沿革、活動状況 

 討論に先立ち、パネラー個別の所属団体の沿革、活動状況説明があった。 

 

IT支援ネットあおもり 

特定非営利活動法人 IT 支援ネットあおもりは、主に高齢者や障害者・子ども

たちへ情報技術の習得機会を提供し市民の情報力を高めると共に、市民の社会

参加や仲間作りといった地域の活性化を目指して、平成 17 年 12 月に団体とし

てスタートしました。 

元々は特定非営利活動法人青森 NPO サポートセンターによる「IT バリアフリ

ーサポート事業（平成 14～16年・青森県受託事業）」のスタッフが中心となり、

事業の終了後も続けてパソコンを学びたい受講生の意欲を受け、任意団体とし

て始まりました。 

現在の主な事業は、青森市内にて定期的にパソコンについて楽しく学ぶ「パソ

コンサロン講座(平成 21年は述べ 300人以上受講)」と、青森中央市民センター

及び各地域市民センターとの共催で初心者向けに行う「チャレンジ！パソコン

講座(平成 21年度は延べ 1700人以上受講)」になります。 

現在会員は27名、内13名が講座のスタッフとして活動しています。 

 

アスプコンピュータースクール 

平成８年に山形県酒田市に有限会社アスプコンピュータスクールを開業して、

今年で 14年になります。当初は株式会社ホームコンピューティングネットワー

ク（人材派遣の「パソナ」と「NTT 東日本」の合弁会社 ）の展開する「パソナ

コン塾」の FCとして地域密着型のパソコン教室の経営をメインに開始いたしま

した。開業時はおりしも Windows95、98 とパソコンが一気に普及を加速するも

っとも華やかな時代で、一般市民からシニア、障害者を対象に幅広く講習を行
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ってまいりました。現在は社名も株式会社キャリア・アシストと変更し、おも

に求職者のための民間の職業訓練校として山形県内においては酒田市、鶴岡市、

山形市の３ヵ所に教室を持ち活動しております。シニア情報生活アドバイザー

関連としましては、Ｈ14 年にアドバイザー養成校として登録。以後概ね１年に

１度のペースで開講してまいりました。養成してきた人数は 50 名を超えると思

いますが、現在では 21名ほどの登録となっております。 

活動は、酒田市、鶴岡市を基点にし、当パソコン教室の卒業生を中心に結成

された、「酒田シニアパソコンクラブ」のメンバーを中心にアドバイザーを養成

し、活動を行ってきたわけですが、当スクールの役割としては、養成の他には、

活躍の場の提供として、行政への事業の企画、受託、そしてメンバーに対して

の新しい知識の習得、勉強の場の提供を行ってまいりました。もっとも活発で

あったときは、Ｈ13 年の国を挙げての「ＩＴ普及国民運動」の時であったと記

憶しております。 

以下開催してきた講座です。 

・山形県ＩＴ講習 「JIJIBABA（じじばば）の初めてのパソコン＆インターネ 

ット」、 

・山形県ＩＴ講習「身障者のための初めてのパソコン＆インターネット」 

・酒田市 IT講習（視力障害者対象、一般市民対象） 

・高齢障害者雇用支援機構「障害者雇用ミニフォーラム」での講演 

・山形県身体障害者福祉協会より受託「パソコンボランティア養成講座」 

・酒田市生涯学習課より受託「小学生対象の夏休みパソコン学習会」 

・酒田市自治会、会長さん対象ＰＣ初級教室 

・酒田市ボランティア連絡協議会役職者へのＰＣ講習会     ……その他多数。 
 

＜現在の状況＞ 

 このような数々の講習も、主に行政からの委託を中心に行ってきたため、流

れが変わり予算が大幅にカットされ、受託できる事業がなくなるのと同時に

活動も自然に縮小。それと同時に当スクールの事業自体が一般社会人、シニ

ア、障害者対象から、求職者向けの職業訓練を中心に行うようになったこと

で、「酒田シニアパソコンクラブ」及びシニアアドバイザーへの支援が難しく

なり現在に至る。 

 

イー・エルダー 

イー・エルダーは、「知的社会資産（IT 知識・技術・経験・知恵・人脈・体力）

を持つ 中・高齢者が、非営利団体の活性化や高齢者･障害者などの社会参加支

援を目的に、IT を中心とした様々な非営利事業活動を遂行する」を活動理念と

して、2000年 12月に NPOとして認証されました。 

イー・エルダーの本部は東京渋谷にあり、「IT を核にしたコンサルティング、

情報化支援」、「中古パソコン再生・寄贈プログラムの展開」、「研修事業」など

様々な事業をおこなっています。宮城県に東北支部があります。 

東北支部の主な活動は、本部の事業を推進すると同時に、地域や会員の特性
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ってまいりました。現在は社名も株式会社キャリア・アシストと変更し、おも

に求職者のための民間の職業訓練校として山形県内においては酒田市、鶴岡市、

山形市の３ヵ所に教室を持ち活動しております。シニア情報生活アドバイザー

関連としましては、Ｈ14 年にアドバイザー養成校として登録。以後概ね１年に

１度のペースで開講してまいりました。養成してきた人数は 50 名を超えると思

いますが、現在では 21名ほどの登録となっております。 

活動は、酒田市、鶴岡市を基点にし、当パソコン教室の卒業生を中心に結成

された、「酒田シニアパソコンクラブ」のメンバーを中心にアドバイザーを養成

し、活動を行ってきたわけですが、当スクールの役割としては、養成の他には、

活躍の場の提供として、行政への事業の企画、受託、そしてメンバーに対して

の新しい知識の習得、勉強の場の提供を行ってまいりました。もっとも活発で

あったときは、Ｈ13 年の国を挙げての「ＩＴ普及国民運動」の時であったと記

憶しております。 

以下開催してきた講座です。 

・山形県ＩＴ講習 「JIJIBABA（じじばば）の初めてのパソコン＆インターネ 

ット」、 

・山形県ＩＴ講習「身障者のための初めてのパソコン＆インターネット」 

・酒田市 IT講習（視力障害者対象、一般市民対象） 

・高齢障害者雇用支援機構「障害者雇用ミニフォーラム」での講演 

・山形県身体障害者福祉協会より受託「パソコンボランティア養成講座」 

・酒田市生涯学習課より受託「小学生対象の夏休みパソコン学習会」 

・酒田市自治会、会長さん対象ＰＣ初級教室 

・酒田市ボランティア連絡協議会役職者へのＰＣ講習会     ……その他多数。 
 

＜現在の状況＞ 

 このような数々の講習も、主に行政からの委託を中心に行ってきたため、流

れが変わり予算が大幅にカットされ、受託できる事業がなくなるのと同時に

活動も自然に縮小。それと同時に当スクールの事業自体が一般社会人、シニ

ア、障害者対象から、求職者向けの職業訓練を中心に行うようになったこと

で、「酒田シニアパソコンクラブ」及びシニアアドバイザーへの支援が難しく

なり現在に至る。 

 

イー・エルダー 

イー・エルダーは、「知的社会資産（IT 知識・技術・経験・知恵・人脈・体力）

を持つ 中・高齢者が、非営利団体の活性化や高齢者･障害者などの社会参加支

援を目的に、IT を中心とした様々な非営利事業活動を遂行する」を活動理念と

して、2000年 12月に NPOとして認証されました。 

イー・エルダーの本部は東京渋谷にあり、「IT を核にしたコンサルティング、

情報化支援」、「中古パソコン再生・寄贈プログラムの展開」、「研修事業」など

様々な事業をおこなっています。宮城県に東北支部があります。 

東北支部の主な活動は、本部の事業を推進すると同時に、地域や会員の特性

を生かした独自の事業も企画しています。 

また、東北支部は 2002年 5月に「シニア情報生活アドバイザー養成講座」実

施団体として登録され、2005年まで 27名をアドバイザーに養成しました。 

 

仙台シニアネットクラブ 

① 仙台シニアネットクラブの現状 

・仙台シニアネットクラブは１９９８年に設立され、１０周年を契機にＮＰ

Ｏ法人を取得し活動の幅を広げるべく検討され、２０１０年にＮＰＯ法人

として認証された。 

・２０１０年８月現在の会員数 

は １０７名で会員の中のア 

ドバイザー数は ５６名です。 

② 活動事例―【１】初心者向け 

の講座の開催と地域貢献の実現 

  ・２０００年より仙台市から補  

助を受け高齢者に対するパソコン講座を実施している。 

   年間約１０００～１２００名が受講している。 

講座の内容は ・パソコン入門講座 

         ・インターネット講座 

         ・デジカメ＆はがき講座 

         ・ワード入門講座 

         ・エクセル入門講座 

         ・パソコンリーダー養成講座 

仙台市の補助事業以外では上記の他にブログ講座を含め要請に応じ 

実施している。 

③ 活動事例―【２】ＩＴ関連以外の活動 

  ・２００３年より毎年１回パソコンのセキュリティセミナーを 

実施している。 

  ・２００７年ＳＮＦ２１東北の運営支援を行った。 

 

◎ 討論 

最初に、アドバイザー講座実施団体としての意義、動機、経験、活動実績等

についての討論が進められた。提起された主な意見は以下の通り。 

・アドバイザ認定試験実施団体になるかどうかでまず悩む 

 ・次に、受講者がいるか、（講師を含めて）講座運営をどのように進めるか、 

  などが課題となる。 

・さらに、資格取得後のアドバイザーの活躍の場をどのように提供できるか、 

 についてが、継続的な課題となる。 
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 ・アドバイザ講座実施団体受諾の動機について 

   → はく付けや自分を高め（スキルアップ）、自信をもってもらうことに 

意味がある。 

  → まずはステータスの付与、これにより自信を持つようになり、活躍 

の場が展開される。それらの実績を示すことにより行政との連携も 

     可能となる。 

   → ニューメディア開発協会とニーズが一致したことが最大の動機 

 ・養成団体の責務 

   → 資格取得者への活躍の場の提供が重要な養成団体の最大の責任 

・養成団体としての活動の現状 

  → 他の団体と連携しながら、所属のアドバイザの活動を進めている。 

   → アドバイザ養成の講師も選定しているため、団体としてはメンバー 

のスキルのみならず、教授法、企画力も見ることになる。 

・会場からの質問、意見 

   → シニアネット・リアス・大船渡の所属だが、 

   現状は、講師のスキルアップが課題で、アドバイザー養成が重要。 

講習はどのように?、どこで？、出張講習は? 

   OSの変化への対応はいかに？ 

 井上：仙台シニアネットクラブでは年 2 回実施。ただ、広報が不十分。 

       宮城県高度情報化推進協議会に協力いただいている。 

       出張講習は可能だが、経費の問題がある。 

 川村（ニューメディア開発協会）： 

岩手県は少ない。堪能な講師の出張を考える。 

個別に相談したい。 

    → 陸前高田、釜石、大船渡を含めシニアネットリアスグループ協議会  

      として要望していきたい。 

 生部：東京の場合、水戸から受講し、その後取得者が水戸で講習を 

       行えるようになった例がある。 

 

次に、各団体の悩み、要望について意見交換を進めた。提起された主な意見

は以下の通り。 

 ・アドバイザー制度の権威付けが必要。行政が関与して、首長が修了証を発 

行する例もある。励みになり、かつ受講者募集も円滑に進む。 

・アドバイザー制度自体の知名度を浸透させることの方策について、ニュー 

メディア協会で取り組んでほしい。 

 ・これまでのフォーラムでも、アドバイザーの知名度を上げることが必ず話 

題になる。少しずつ改善はみられる。 

 ・コンピューターメーカーや他の団体が持つ同様な認定制度と比べた違いを 

明確化すべき。一般への積極的な周知が不十分。 
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      として要望していきたい。 

 生部：東京の場合、水戸から受講し、その後取得者が水戸で講習を 

       行えるようになった例がある。 

 

次に、各団体の悩み、要望について意見交換を進めた。提起された主な意見

は以下の通り。 

 ・アドバイザー制度の権威付けが必要。行政が関与して、首長が修了証を発 

行する例もある。励みになり、かつ受講者募集も円滑に進む。 

・アドバイザー制度自体の知名度を浸透させることの方策について、ニュー 

メディア協会で取り組んでほしい。 

 ・これまでのフォーラムでも、アドバイザーの知名度を上げることが必ず話 

題になる。少しずつ改善はみられる。 

 ・コンピューターメーカーや他の団体が持つ同様な認定制度と比べた違いを 

明確化すべき。一般への積極的な周知が不十分。 

 

 ・更新講習では新しい OSや IE、ワードエクセルだけを取り上げるような画一 

的のものではなく、もう少し広い範囲の選択肢がある仕組みがあってもい 

い。たとえば ipadなど。 

 ・今後は、パソコンを飛び越して iphone や ipadなどの新技術（デジタルデ 

バイス）を使う人々が出てくる。シニアに使いやすい機器の出現も考えら 

れる。そのような情報機器にアドバイスできなければ、「情報生活」を教え 

きれるのか、と感じる。パソコン教室では、iphone講座も取り上げている。 

アドバイザーのスキルアップなくして、他人を教えることはできないはず 

であるから、ニューメディア開発協会には、大手ベンダーと連携して新技 

術の講座が全国的にできるような仕組みを考えてほしい。同様に、デジカ 

メ講座をカメラメーカーと組んでやることも考えられる。 

 ・関東地区では、マイクロソフトのウィンドウズ・ライブの講習会を新宿で 

やる予定。各地区からも希望を出していただきたい。 

 ・アドバイザーではなく、受講者の立場で考えると、古い PC,OS、アプリケー 

ションを使っているため、新しいものとの共通点、違いについて、あるい 

はデジカメなどの周辺機器のメーカー毎の違いなどについて教える取り組 

  みも重要。 

・会場からの質問、意見 

 → 豊かなシニア生活を考えれば、子や孫から払い下げられた PCを有効に 

使えるような指導への取り組みも肝要。 

→ （アドバイザ講習ではなく、初心者の）受講者の減少の原因は？ 

  井上：講座数が減ったことも一因 

インターネットは減っている。携帯の普及が一因 

デジカメ＆はがきは年賀状シーズンには多い 

エクセルの希望者が増加。パソコン自体には興味を持っている。 

       以上のように、内容によってばらつきがある。 

    千葉（いわてシニアネット）： 

       一般家庭に普及したことが一因 

       他の様々な講習会ができていることも原因 

      古い PC、OS、アプリケーションへの対応も「いわてシニアネット」 

      の大きな課題。 
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７．閉会挨拶 

ＮＰＯ法人 仙台シニアネットクラブ 

事務局長 内海 哲郎 

NPO 法人仙台ｼﾆｱネットクラブ 事務局長 内海 

です この日のために 本フォーラムの企画・運

営担当として 我が 仙台ｼﾆｱネットクラブが指

名され 以来 今日まで精一杯 お世話に当たっ

て来ましたが 皆様 如何だったでしょうか 開

催に当たり 主催者側から 岡部理事長・担当の 

川村部長の出席を頂き理事長から セミナーの開

催趣旨等について ご挨拶を頂戴いたしました 

また 激励を頂きました 東北通商産業局・仙台

市・宮城県の関係者の方々に心から お礼を申し上げます 

なお 日頃お世話になっております団体を代表されてのご参加 また激励に

お出で頂きました日頃ご支援を頂いております関係の皆様 有難う御座いまし

た 開催に当たり 乏しい情報の中から 東北各地域で アドバイザーを擁し

て活動されている皆さん まだ アドバイザー養成団体として登録はしていな

いが シニアを対象として ICT の普及と 情報弱者を無くそうと 頑張って

居られる皆さんに 参加をお願いしました所 本日 朝早くから 青森・秋

田・盛岡・庄内・会津・福島・三陸の各地から また 県内各地から参加され

た仲間の皆さん大変ご苦労さまでした 心からのお礼を申し上げます 

セミナーを 東北・仙台で 本年中に開催して欲しい今年 8 月でしたか ニ

ューメディア開発協会・川村 部長さんから申し入れあり  会場の手当てや 

東北各地域対象団体等の組織を どうしたら把握出来るか等 大変な苦労：苦

心をしました 

これも 東北地域の アドバイザーの絶対数が 余りにも少ない 全国では

3000 名を遙かに超えるアドバイザーが 積極的に活動されている 一方 東北

6 県中 ２県は 未だゼロの状態 ６県で併せても 124 名を若干超えたダケ 

この現状を踏まえて 今回 現状を打破する機会としてフォーラム開催のご指

名を頂いたと理解する このように 推察致しております 

反面 これからの活動如何によっては 大いなる可能性を秘めた地域である 

ことが 実証出来た これが本日の収穫であろうと確信を致しました このこ

とを お互いに確認をしようではありませんかか 私はそう実感いたしました 

まず 本日のスケジュールに従って少し 振り返りますと 

 

１．東北大学大学院 医学系研究科 辻 一郎先生の 基調講演テーマ「社会

参加と生き甲斐づくり―IT 社会への期待」は 先生の持論である シニアが長

生きする そのために 

何をなすべきか 生きがいづくりと 心と体の一体感 連帯を強めて 社会参
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また 激励を頂きました 東北通商産業局・仙台

市・宮城県の関係者の方々に心から お礼を申し上げます 

なお 日頃お世話になっております団体を代表されてのご参加 また激励に

お出で頂きました日頃ご支援を頂いております関係の皆様 有難う御座いまし
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て活動されている皆さん まだ アドバイザー養成団体として登録はしていな

いが シニアを対象として ICT の普及と 情報弱者を無くそうと 頑張って

居られる皆さんに 参加をお願いしました所 本日 朝早くから 青森・秋
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3000 名を遙かに超えるアドバイザーが 積極的に活動されている 一方 東北

6 県中 ２県は 未だゼロの状態 ６県で併せても 124 名を若干超えたダケ 

この現状を踏まえて 今回 現状を打破する機会としてフォーラム開催のご指
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１．東北大学大学院 医学系研究科 辻 一郎先生の 基調講演テーマ「社会

参加と生き甲斐づくり―IT 社会への期待」は 先生の持論である シニアが長

生きする そのために 

何をなすべきか 生きがいづくりと 心と体の一体感 連帯を強めて 社会参

加と地域活動参加を 強化するために IT の果たす役割等 示唆に富んだお話

を頂きまして  

大変心強く 激励を頂いたと 感謝を申し上げます 

休憩を挟んで  

２．セッション１・活動事例報告－各地におけるシニアネットの活動と 今後

に向けて」 

①豊齢研：ITサロン会津 長谷川 さん②いわてシニアネット  千葉 さん 

③ パソコンネットみやぎ 渡部 さん      

（また 休憩をはさんで） 

④あきたパートナーシップ 千田 さん 

⑤シニアネット仙台 緑川 さん・ 及川さん 

それぞれから 活動の現況と 日頃の悩みとか 活動を通じての喜びと教訓 

仲間の現在の姿等を ご披露頂きました まだ アドバイザー育成の団体とし

て 登録されていない組織も有りますが １日も早く育成に着手され なお 

活動が強化され 仲間作りが促進される 中核を育てて行かれるように 祈念

致します 

３．パネルディスカッション「シニア情報生活アドバイザーの活動」 

 ４人の発言者と コーディネーターとして わざわざ東京から NPO自立支 

援ネットワーク代表の 生部 圭助さんを 招いて １時間２０分程度しか  

時間がありませんでしたが フォーラムの中心課題を取り上げて 熱心に討論 

を重ねて頂き 参加された皆さん 共々 今後の活動を持続する上で 大いに 

得る所があったと 評価致します 

 終わりに― 

 日本のシニア人口は ３０００万人を遙かに超過し ８０歳以上が８００万 

人以上 高齢化率は ３０％台 東北はトップに近い位置を占めている 要す 

るに ICT社会を 共に担う見込客は 選択に困る位 多数居られる 但し た 

だ 待っていても一緒に参加しない 呼び掛けをじっと待つ こんな シニア 

が まだまだ多い まして 東北は 未開拓地として 顧客は無尽蔵と言って 

も 過言ではありません 

 本日の機会を 再出発の日と捉え お互いに激励し合い 情報と活動の交換  

交流を更に強めて 次の機会があれば 大いに元気な 大地にしっかりと根付 

いた シニアネットの姿を お互いに披露できるであろうことを 信じている 

所です 

 活動を支える シニア情報生活アドバイザーも 各地で頑張っている この

姿を 

 一つの目標にして 東北のアドバイザーの活動が シニアの期待の星として 

存在している やれば必ず出来ます お互いに元気で 頑張って行きましょう  

皆さんと 又の再会を 期待しまして 締めの挨拶と致します 

 本日は 有難う御座いました 
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（Ⅳ）付属資料（アンケート集結果） 

 
（１） 設問別の回答数 

 

 
（２） 設問別の回答集計 

１．「シニアネットフォーラム 2010in 東北」のどのプログラムに参加されました

か？参加されたもの全てに○を付けてください 

 イ．全プログラム       58% 

 ロ．基調講演「社会参加と生きがいづくり・IT社会への期待」 10% 

 ハ．セッション１事例報告「各地におけるシニアネットの活動今後に向けて」 

   前半        15% 

 二．セッション２事例報告「各地におけるシニアネットの活動今後に向けて」 

後半        11% 

 ホ．セッション３パネル討論「シニア情報生活アドバイザーの活動   6% 
 

 
 
 
 
 
 
 

（イ）58% 

（ロ）10% 

（ハ）15% 

（ニ）11% （ホ）6% 



－ 42 － － 43 －

（Ⅳ）付属資料（アンケート集結果） 

 
（１） 設問別の回答数 

 

 
（２） 設問別の回答集計 

１．「シニアネットフォーラム 2010in 東北」のどのプログラムに参加されました

か？参加されたもの全てに○を付けてください 

 イ．全プログラム       58% 

 ロ．基調講演「社会参加と生きがいづくり・IT社会への期待」 10% 

 ハ．セッション１事例報告「各地におけるシニアネットの活動今後に向けて」 

   前半        15% 

 二．セッション２事例報告「各地におけるシニアネットの活動今後に向けて」 

後半        11% 

 ホ．セッション３パネル討論「シニア情報生活アドバイザーの活動   6% 
 

 
 
 
 
 
 
 

（イ）58% 

（ロ）10% 

（ハ）15% 

（ニ）11% （ホ）6% 

２．本フォーラムの参加された動機について、あてはまるものに一つだけ○を 

  付けてください。 

  イ．自身のシニアネットでの活動に役立てるため       60% 

  ロ．シニアネットを自分で設立する際に役立てるため      2% 

  ハ．シニアネットの参加するにあたって役立てるため      6% 

  ニ．とりあえずシニアネットについて詳しく知るため     23% 

  ホ．その他（以下に内容をご記入ください）          8% 

 
 
 
 
 
 
 
（意見） 

   ・アドバイザー養成講座団体として体制を立て直す参考になればと 

   ・シニアを支援するため 

   ・各地域の活動状況を知るため 

   ・大学での研究の参考にするため 

 

３．本フォーラムに参加されて、シニアネットという組織とその活動について 

  理解が深まりましたか？ 

 イ．シニアネットについての理解が非常に深まった        33% 

 ロ．シニアネットについての理解が深まった           60% 

 ハ．余り理解が深まらなかった（どのような点か、ご記入下さい）  4% 

 ニ．その他                           0% 
 
 
 
 
 
 
 
（理由および意見） 

 ・自分の団体がシニアネットというもので無いのでシニアネットアドバイザ 

ー団体？ 

 ・生きがいが長寿につながり、活動を生み出す事を楽しむことこそ豊かな生 

活が送れる 

 ・シニアネットがどんなものかを説明することが無かった 

 ・それぞれの団体の事例について理解が深まったと言える 

（ロ）60% 

（イ）33% 

（ハ）4% 記入無し 

（イ）60% 

（ニ）23% 

（ホ）8% 

（ハ）6% 

（ロ）2% 
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 ・「好きこそ物の上手なれ」と熱い思いと、ボランティア精神で支えられてい 

  る事が良く分った 

 

４．本フォーラムに参加されて、ご自身がシニアネットにどのように関わって 

いきたいと思われますか？ 

 イ．すでにシニアネットで活動しているが、さらに活発な活動したい  58% 

 ロ．シニアネットを自ら設立し、始めてみたい             2% 

 ハ．身近なシニアネットに参加してみたい              25% 

 ニ．別だん関わっていこうとは思わない（下記に理由を記入お願いします） 

               2% 

 ホ．参加しようかどうか、良くわからない（下記の理由を記入お願いします）  

8% 

 
 
 
 
 
 
 
（理由および意見） 

 ・シニアネットの活動に民間企業として支援できるか検討したい 

 ・第二の人生を目的を持って生きておられる方が身近にいて力づけられる 

 ・体力、健康 

 
５．本フォーラムの全体のご感想について、以下のあてはまるものに一つだけ 

○を付けてください 

  また、全体的にご意見等がありましたらご記入をお願いします 

イ． 今後の活動や設立・参加のために大変役に立った           27% 

ロ． 今後の活動や設立・参加のために役に立った             58% 

ハ． 余り参考にならなかった（下記の欄にその理由の記入をお願いします） 

                      2% 

 
 
 
 
 
 
 
 

（イ）58% 
(ハ)25% 

(ニ)2% 
(ホ)8% 

(記入無し 4% 

(ロ)2% 

(ロ)58% 

(イ)27% 

(ハ)2% 
記入無し 13% 
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               2% 
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（理由および意見） 

 ・シニアネットの活動に民間企業として支援できるか検討したい 

 ・第二の人生を目的を持って生きておられる方が身近にいて力づけられる 

 ・体力、健康 

 
５．本フォーラムの全体のご感想について、以下のあてはまるものに一つだけ 

○を付けてください 

  また、全体的にご意見等がありましたらご記入をお願いします 

イ． 今後の活動や設立・参加のために大変役に立った           27% 

ロ． 今後の活動や設立・参加のために役に立った             58% 

ハ． 余り参考にならなかった（下記の欄にその理由の記入をお願いします） 

                      2% 

 
 
 
 
 
 
 
 

（イ）58% 
(ハ)25% 

(ニ)2% 
(ホ)8% 

(記入無し 4% 

(ロ)2% 

(ロ)58% 

(イ)27% 

(ハ)2% 
記入無し 13% 

 
（理由および意見） 

 ・本日の発表のプロシェクターの所をホームページに載せて欲しい 

 ・共通の悩みを知り自分だけで無い事を知り安心した 

 ・シニア情報生活アドバイザーについて、少し知識が出たと思うが、もう少 

し詳しく知りたかった 

 ・各地での活躍今後が楽しみ 

 ・想定内の事例 

  ・シニアネットの活動と抱えている課題が理解出来ました、今後は数年先、 

退職しますので、引き続きシニアネットの活動をウォッチして行きたいと 

思います 

  ・シニア情報生活アドバイザーは大変ですね。新しい OS、ソフト、ディバイ 

スを覚え理解、説明、でも、いかに使い易いかを目指していると思います 

  ・リタイア後参加したい 

  ・どなたかが意見されましたが、古いパソコンや OS問題がありますが、自分 

としても孫や息子からのお下がりで良いと思っていますのでアドバイザー

の活動を段階を分けて頂ければ良いと考えました 

 ・辻先生の基調講演がとても良かった、各セッションもそれぞれの活動模様 

が分り今後の参考となった 

  ・ともすれば独りよがりの活動になりがちな中、広く世の中の動きを知り活 

動のバネを得た気分である 

  ・各団体の特色が解り良い刺激になった 

  ・地域ネットが多く全国レベルのネットワーク作りをしてみているのでし 

ょうか？ 

  ・行政との絡みが多い中地域の意気込みや独自性を示すのも必要ではないで 

  しょうか 

 ・若い人達と、もう少しコラボレーション出来るイベント企画を提案して 

  みては如何でしょうか？ 

  ・今後、アドバイザーの役割を果たしたい 

  ・シニア情報生活アドバイザーについて漠然としていたが大体理解出来た 
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６．行政や企業関係者の方にお願いします 

  今後、処施策、諸事業を展開するにあたり、シニアネットとの協働（コラボ

レーション）についてどのようにお考えでしょうか 

 イ．是非、協働していきたい（分野等     ）       8% 

 ロ．協働出来る所があれば、していきたい（分野等    ） 17% 

 ハ．今のところは考えていない（理由）           75% 

 
 
 
 
 
 
（理由および意見） 

 ・パソコン関係サポート 

 ・健康福祉面で ICTの利活用で、どうしたら受け入れられるか一緒に考えて 

  頂きたい 

 ・IT、パソコン関連 

 ・生活学習・社会教育 

 

７．今後の、シニアネットの活性化や普及拡大を図るためには、どのような事 

が必要であるとお考えですか？ご意見をお書き下さい 

（意見） 

 ・広報活動 

 ・企業との連携（郵貯・NTT・電力・パソコンメーカー・デジカメメーカー・ 

etc） 

 ・相談日に XPの操作も必要では？・・・講習で XP保有者が半数位いる！ 

  携帯、TELへの講習拡大は無理ですか？ 

 ・行政との協働、知名度の向上の活動 

 ・今日の各シニアネットの発表を聞いたら自分達のシニアネット大船渡の目 

的など活動の在り方をしっかり把握して会員の皆さんに下ろし認識させて 

行きます 

 ・早急に組織的な活動を図りたい 

 ・指導者の養成について検討すべき 

 ・今日のようなフォーラムを続けて、横の連携を深めることではないでしょ 

うか 

 ・更に多くの方々のパソコンを学びたい人への講座を増す、市民センター、 

公民館等とタイアップする、又は企業の協賛を得る 

 ・幅広い広報活動（市政だより等を更に活用） 

 ・他団体、他世代の方との交流 

  ・行政、企業の支援を必要と思うが、地域の中に入って行く取り組み（地味 

記入無 75% 

(ロ)17% 

(イ)8% 
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    な活動ですが）も一方では必要と思います 

  ・シニア層に使い易い機器やソフトの開発 

  ・ハードルの低いユーザーインターブース 

  ・携帯電話の様にシニアパソコンの開発（ipadの様な） 

  ・今後も全国レベルで地域毎に活動してほしい 

  ・福島支部を設立してほしい 

  ・一般市民向けに広報の周知を徹底 

  ・行政、地域団体との密接な関係の構築 

  ・行政との一層の連携・会員自身がより楽しめる運営にする 

 ・講習会の費用の問題、まだまだ偏見あり（変わり者、孤独になる、マニア 

ック、ノイローゼになる、犯罪に結びつく etc）結構多い雑音の打破 

 ・どうしても NPO 組織としての活動が多く、組織そのものの制約が有る中活 

動面での苦労もあるが、その中から新たな資金調達方法を模索する必要が 

ある。寄付等は頼ることなく草の根活動を地道に！地域でなく 

 
８．今後の「シニアネットフォーラム」で取り上げるべき講演、パネル討論、事

例報告のテーマや、是非聞きたいとお考えの講師の氏名、講演名等を理由も

含めてお考えをお書き下さい 

  ・各チームの発表の内容等、プロジェクターでの画面の中身をホームページ 

    で是非紹介して下さい。 

  ・メモを取りたいが会場が暗くて記録が出来ませんでした・・・宜しくお願 

    いします。 

  ・特別見当たらない。 

  ・運営のノウハウをもっと知りたい。 

  ・会社でパソコンを利用していたが退職し地域に戻ってくるので、自宅にあ 

   るパソコンの稼働率を上げる為のヒント（シニアネットの活動に参加など） 

    を与える活動を。 

  ・シニアに優しいハード＆ソフト開発、設計について 

  ・地域シニアネットの組織の仕方など 

  ・成功事例、具体的な組織の作り方 

  ・東京や関西等の大都会の NetClubの活動状況を直接聞きたいと思います。 
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９．あなたご自身のことについて、以下ご記入下さい 

 ① 性別： 

  男    67% 

女    27% 

記入無      6％ 

 
 
 
 ②年齢： 

  40歳未満   0% 

  40代     8% 

  50代    13% 

  60代    42% 

  70歳以上  31%  

記入無      6％ 

 
 ③住所（市区町村まで）： 

  イ．宮城県  67% 

  ロ．福島県  10% 

  ハ．青森県   2% 

  ニ．岩手県   4%  

  ホ．秋田県   2% 

  ヘ．山形県   2% 

  ト．その他   2% 

  チ．記入無し 11% 

 
④所属   

    イ．シニアネット（NPO法人を含む）             56% 

  ロ．NPO法人等各種団体、グループ（シニアネット系以外）   10% 

  ハ．行政機関（担当分野：                 4% 

  ニ．民間企業（担当分野：                 4% 

  ホ．自営（職種：                     2% 

  ヘ．何処にも関わっていない（個人）            17% 

  ト．その他                        0% 
 
 
 
 
 
 

(男)  67% 

(女)  27% 

記入無  6% 

(ロ)10% (イ)56% 

(ホ)2% 

(ハ)4% 

(ニ)4% 
(ヘ)56% 

記入無し 11% 

（イ）67% 
（ロ）10% 
 

（ト）2% 

（ヘ）2% 
（ホ）2% 
（ニ）4% 
（ハ）2% 
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  60代    42% 

  70歳以上  31%  

記入無      6％ 

 
 ③住所（市区町村まで）： 

  イ．宮城県  67% 

  ロ．福島県  10% 

  ハ．青森県   2% 

  ニ．岩手県   4%  

  ホ．秋田県   2% 

  ヘ．山形県   2% 

  ト．その他   2% 

  チ．記入無し 11% 

 
④所属   

    イ．シニアネット（NPO法人を含む）             56% 

  ロ．NPO法人等各種団体、グループ（シニアネット系以外）   10% 

  ハ．行政機関（担当分野：                 4% 

  ニ．民間企業（担当分野：                 4% 

  ホ．自営（職種：                     2% 

  ヘ．何処にも関わっていない（個人）            17% 

  ト．その他                        0% 
 
 
 
 
 
 

(男)  67% 

(女)  27% 

記入無  6% 

(ロ)10% (イ)56% 

(ホ)2% 

(ハ)4% 

(ニ)4% 
(ヘ)56% 

記入無し 11% 

（イ）67% 
（ロ）10% 
 

（ト）2% 

（ヘ）2% 
（ホ）2% 
（ニ）4% 
（ハ）2% 

  ⑤パソコン経験年数 

  イ．1～5年   6% 

  ロ．6～10年  29% 

  ハ．11～15年 19% 

  ニ．16～20年 10% 

  ホ．21年以上 15% 

  ヘ．記入無   21% 

 
 
  ⑥生活の中でパソコンをどのように活用していますか？また活用したいで 

すか？ 

  ・メール、インターネット、文書作成、写真、はがき、応用利用 

  ・家計簿作成、血圧レポート、その他、知識の導入 

  ・エクセルで家計管理、年賀はがきなど作成、画像処理、インターネット 

検索、オンラインショッピング、メール、メッセンジャー 

  ・会社を退職して 2年半経ちましたが、在職中は連日のように使っていた 

word、excel は現在使っていません。ネットで全国紙の新聞を見る程度な 

ので、パソコンをもう一度活用したいと思いシニアネットクラブがどん 

な事をやっているのか知るために来ました。 

  ・歴史関係の団体に関わっている、その為にワード、エクセル（名簿、 

   文書） 

  ・会員（シニアネット）とのメール交換 

  ・家族、親戚、孫達とのメール交換（外国含む） 

  ・生活の中の情報収集の映像（動画）編集（趣味）、現役時代の仕事からの 

延長にしたくは無いが必要に迫られれば行動する位の気持ち、古物商の 

許可を受けているので、パソコン利用で小遣いが稼げれば良いなと思っ 

ている 

  ・日常的に生活の一部になっている 

    ・当初は財務ソフト、エクセル等研究活用が中心だったが、加齢と共に 

     活用の場が無くなる。 

  ・（老人故、信用度が低下のせいか）現在はフリーソフトに興味を持ち一人 

で研究中 

  ・いい歳して、そんなことはやめよ！との声が多いが、まだまだパソコン 

などを操作していると精神的におかしくなると思われている。 

  ・日記、写真、年賀状、一般ハガキ、てがみ、町内会データ、インター 

   ネット、メール、スカイプ etc 

  ・インターネット、メール、ワード、エクセル、全て使っています。 

  ・メール、インターネット、ブログ、買い物、データ作り（血圧、etc） 

  ・ニュース等情報の収集及びブログ等情報発信 

  ・仕事、生活そのもの、インターネット構築 

(ロ)29% 

(イ)6% 

(ホ )15%
% 

(ハ)19% 

(ニ)10% 
% 

(ヘ)21% 
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  ・ホームページを貼る、メールやりとり 

  ・IT全般、ネット検索、ツイッター、ブログ、メールなど 

  ・年賀状作成、写真の整理、インターネットの利用 

  ・メール、Web 閲覧、検索、画像・動画管理、健康管理、仕事 

  ・インターネット検索、健康管理データの収集と管理、DVD 管理（データ 

   ベース） 

  ・仕事に活用（会社で処理できない部分）、趣味のための情報収集 

  ・文書作成、テキスト企画、Web検索、メール、画像処理（写真の出力） 

  ・デジカメ印刷、メール、インターネット、書類作成、点記入力 

  ・動画鑑賞などの娯楽、メール、office の利用 

  ・インターネット、メール、パソコン教室資料作成、テキスト作成、囲碁 

教室テキスト作成 

・町内会案内作成、年賀状作成、その他 

  ・メール、インターネット、検索、文書の作成、他 

  ・仕事のみ 

  ・情報収集 

  ・HP、ブログ、メール 

  ・インターネット、メール、デジカメ、老人クラブ等の総会資料作成、 

   その他 

  ・インターネットを楽しむことが今の ITの中では大切かと思っている 

   ワード、エクセルの基礎から応用を心がけて何でも出来る、パソコン技 

術を身に付けたい。 

  ・メール、文書作成 

  ・仕事と趣味 

  ・パソコン教室、町内会会議資料、パソナ作成 

  ・主に資料つくり、自身の勉強、メール、インターネットで検索 

  ・仕事、暇つぶし、NPOなどなど 

  ・表計算、ハガキ、文章作成、インターネット、メール、音楽、動画、 

   写真 

 
 



競輪補助事業


